
【事務事業調書】

■事務事業の概要
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事業の分類 既存事業

予算科目
コード

流用額

予算現額

特　記　事　項

特　記　事　項

飼料用稲は収穫に専用の機械が必要ですが、21年度内に整備されました。今後、更なる面積拡大が想
定されますので、生産と併せて消費の仕組みづくりを関係機関の協力により構築してまいります。

金　額 特　記　事　項細　節

飼料用稲の栽培面積

2５ｈａ

細　節 金　額 積　算　根　拠

計
画

物流コスト高等による輸入飼料の高騰で、畜産農家は従来以上に自給飼料の生産及び供給が
必要になってきております。供給農家、消費農家（畜産農家）の意向を踏まえつつ転作田を利用
した飼料用稲、飼料用米の生産体制を、水田協議会と連携を図り確立いたします。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名 自給飼料生産振興事業費

実
績

担当部課 建設産業部　産業課
担　当 農業担当

サブリーダー 鈴木　陸夫

財
　
源

どのような成果が現れます（現れました）か？

身近にある国産飼料の自給率が向上され、高額な輸入飼料を低減し給与生産経費の節減につなが
り、畜産農家の経営安定に寄与できます。また、飼料供給農家は生産方法が従来の水稲栽培と同じ
なので、転作田（休耕田）が活用でき遊休農地等の解消に繋がるほか、需要と供給の関係はコミュニ
ケーションが促進され地域連携を高めることができます。
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